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インプラントポティの印象採得



ボディ印象

シ ス フー ム の術式

1.1 2次手術

① 口腔内洗浄 、 消毒 、 浸潤麻酔

②歯肉粘膜・骨膜の切開・剥離

③ カパ ー スクリュ ー の撤去
ヘクスドライパーを用いてカパースクリュ ーを取り外します。

匠カパ ー スクリュ ー の上に骨が出来て外せな
い場合があります。その際はラウンドドリ
ルにて骨を除去して下さい。

匠豆亘多 ドライパ ーを強めに差し込むことで把持さ
れ 、 落下防止になります。

④ ヒ ー リングアパットメントの連結

ボディ内部を十分に洗浄したのち 、
ヘクスドライパ ー にて

ヒ ー リングアパットメントを連結します。連結期間は 、 粘
膜の治癒状態により異なります。

匝連結時は強く締めすぎないように注意して
下さい。

⑤縫合

良好な粘膜治癒が行われるように、粘膜の形態を整えて縫
合します。

2.1 印象採得・模型の製作

印象手順には閃クロ ー ズドタイプとE】ォ ー プンタイプがあり
ます。

A I ;;;; �-;;: 作手順

①ボディトランスファ ー キャプの連結

ポディトランスファ ー キャップクロ ー ズドタイプをインプ
ラントボディに装沼し、

ヘクスドライパ ー にて固定します。

②印象採得

シリコ ー ンラバ ー 印象材を用い 、 あらかじめ用意した個人
トレ ー または既製のトレ ー で印象採得を行います。採得後
は、口腔内に残ったボディトランスファ ー キャップクロ ー

ズドタイプを取り外します。

匠トランスファ ー キャップを撤去する際 、 上

③模型の製作

部のネジを緩めるだけでボディより撤去す
る事ができます。

取り外したポディトランファ ー キャップクロ ー ズドタイプ
をインプラントアナログに装静し 、 印象内に戻します。そ
の後 、 超硬石斉を注入して模型を製作します。



ボディ印象

④模型の完成

石凸硬化後 、上部スクリュ ー をヘクスドライパ ー にて緩め 、

ポディトランスファ ー キャップクロ ー ズドタイプを撤去し
作業模型が完成します。

匠辺縁歯肉の形態を保持したガム模型をお勧
めします。審美性の望要な部分やマ ー ジンが
歯肉縁下となる場合は特に重要となります。

Bl;;����� 製作手順

① ボディトランスファ ー キャップの連結

インプラントボディにボディトランスファ ー キャップオ ー

プンタイプを装貯し 、 上部スクリュ ー をヘクスドライパ ー

にて固定します。

②印象採得

印象採得前に 、 上部スクリュ ー が個人トレ ー の開口部に適
合していることを確認します。その後 、 シリコ ー ンラパ ー

印象材を用い印象採得を行います。印象材硬化後、上部スク
リュ ー を完全に緩めてからトレ ーを口腔内から撤去します。

疇口腔内から印象を撤去する際、上部のネジ
を緩めるだけでボディより撤去することが
できます。

③模型の製作

インプラントアナログを印象内のポディトランスファ ー キ
ャップオ ー プンタイプに装貯し 、 上部スクリュ ー にて固定
します。その後、超硬石白を注入して模型を製作します。

④模型の完成

石岱硬化後 、 上部スクリュ ー を緩め、 トレ ー を取り外し作
業模型が完成します。

匠辺縁歯肉の形態を保持したガム模型をお勧
めします。審美性の菫要な部分やマ ー ジンが
歯肉縁下となる場合は特に重要となります。

3.1 アバットメントの選択

①歯肉の厚み 、 対合歯とのクリアランスを計測し 、 症例に最も
適したアパットメントを選択します。

②選択したアパットメントを症例に合わせ形態修正を行ないま
す。
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『鳥で囀

［各アパットメントの修正箇所］
●ショルダ ー ドアバットメント r:)対合歯とのクリアランス
●テー バ ー ドアバットメント r:)マ ー ジン形成、対合歯とのクリアランス

●プリアングルドアバットメント r:)マ ー ジン形成、対合歯とのクリアランス

●スクリュ ーリテンドアバットメントr:)修正箇所なし

＊形態修正後 、 各アパットメントの上部構造製作方法に従って最終補綴物を製作します。製作方法は 、 各アパ
ットメントのマニュアルをご参照下さい。
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